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4月のバス旅行は、あの司馬遼太郎の

43巻からなる紀行文『街道をゆく』の出

発点となった『湖西のみち』を辿り目的

地の奥琵琶湖へと向かいます。本の冒頭

に司馬は、「近江というこのあわあわと

した国名を口ずさむだけでもう、私には

詩がはじまっているほど、この国が好き

である」と始まり、そして「近江からは

じめましょう」と続けています。何とも

かっこいいオープニングですよね。ここ

から25年の壮大な紀行文が始まるのです

が、司馬は「京や大和がモダン基地のよ

うなコンクリートで固められつつあるい

ま、近江の国は今なお、雨の日は雨のふ

るさとであり、粉雪降る日は川や湖まで

が粉雪のふるさとであるよう、においを

残している」とその近江愛を語っていま

す。今でものどかな田園風景が残る「湖

西」ですが、歴史を紐解くと、地名や古

墳など優れた技術をもった渡来人の足跡

が数多く残されていたりと歴史好きには

堪らない場所となっています。

その常識、いま非常識？ 『子育て編』「街道をゆく」を辿る旅

◆
四
月
の
歳
時
記
◆

『
赤
玉
ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
の
日
』

四
月
一
日
は
『
赤
玉
ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
の
日
」
だ
そ
う
で
す
。
皆
さ
ま
の
中
に
も

甘
酸
っ
ぱ
く
て
鮮
や
か
な
赤
色
の
ワ
イ
ン
を
一
度
は
口
に
し
た
事
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

赤
丸
が
描
か
れ
た
ボ
ト
ル
ラ
ベ
ル
も
印
象
的
で
す
よ
ね
。

こ
の
『
赤
玉
ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
』
は
サ
ン
ト
リ
ー
の
創
業
者
「
鳥
井
信
治
郎
」
に
よ

り
作
ら
れ
ま
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
産
の
ワ
イ
ン
を
ベ
ー
ス
に
、
日
本
人
向
け
に
甘
く
、

色
も
鮮
や
か
に
と
試
行
錯
誤
し
、
つ
い
に
一
九
〇
七
年
四
月
一
日
、
発
売
に
至
り
ま

す
。
ボ
ト
ル
に
は
、
日
の
丸
、
太
陽
を
イ
メ
ー
ジ
し
「
こ
れ
ぞ
日
本
の
葡
萄
酒
だ
」

と
思
い
を
込
め
ラ
ベ
ル
を
付
け
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
が
、
現
在
の
サ
ン
ト
リ
ー
に
も
つ
な
が
る
広
告
の
上
手
さ
が
展
開
さ
れ

ま
す
。
「
い
い
も
の
を
作
ら
ん
と
売
れ
へ
ん
。
そ
や
け
ど
、
そ
れ
を
知
っ
て
も
ら
わ

な
い
事
に
は
売
れ
へ
ん
の
や
」
と
い
う
信
治
郎
。
ま
ず
度
胆
を
抜
く
新
聞
広
告
を
う

ち
ま
す
。
紙
面
一
面
に
右
図
の
よ
う
な
筆
文
字
で
『
赤
玉
ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
』
と
書
い

た
広
告
を
出
し
ま
す
。
子
ど
も
の
落
書
き
の
よ
う
な
広
告
は
読
者
か
ら
問
い
合
わ
せ

が
殺
到
。
一
躍
注
目
の
的
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
手
を

変
え
品
を
変
え
、
様
々
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
中
で
も
特
に
有
名
な
の
が
、
『
日
本
初
の
ヌ
ー
ド
ポ
ス
タ
ー
』
と
言
わ
れ
る

大
正
十
一
年
の
広
告
。
女
性
が
肩
を
あ
ら
わ
に
し
た
姿
は
大
反
響
を
呼
び
ま
す
。
こ

の
ポ
ス
タ
ー
、
模
倣
を
恐
れ
極
秘
で
撮
影
。
モ
デ
ル
の
松
島
さ
ん
は
二
日
間
、
ス
タ

ジ
オ
に
缶
詰
に
さ
れ
一
ポ
ー
ズ
六
十
枚
も
の
写
真
撮
影
に
耐
え
ま
し
た
。
無
彩
色
の

背
景
に
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
の
赤
い
ワ
イ
ン
へ
視
線
を
引
き
つ
け
る
計
算
さ
れ
た
画
面
構

成
は
、
ド
イ
ツ
の
「
世
界
ポ
ス
タ
ー
展
」
で
第
一
位
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
松
島
さ

ん
は
、
こ
れ
が
原
因
で
親
兄
弟
か
ら
勘
当
さ
れ
ま
し
た
。
泣

派
手
な
広
告
で
赤
玉
ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
は
大
当
り
し
、
大
正
後
期
に
は
ワ
イ
ン
シ
ェ

ア
の
６
０
％
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
当
時
、
松
島
さ
ん
へ
の
モ
デ
ル
料
は
無

料
で
し
た
が
、
後
日
、
売
上
に
貢
献
し
た
謝
礼
に
と
社
長
の
信
次
郎
は
松
島
さ
ん
に

一
キ
ャ
ラ
ッ
ト
の
ダ
イ
ヤ
の
指
輪
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
当
時
七
九
歳
の
松
島
さ
ん
は
、
「
女
優
を
し
て
い
て
胸

の
あ
い
た
服
を
着
て
い
た
の
で
恥
ず
か
し
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
よ
。
そ
れ
よ
り

う
ま
い
写
真
が
撮
れ
る
か
が
心
配
で
し
た
。
頂
い
た
ダ
イ
ヤ
は
、
戦
争
で
非
国
民
と

言
わ
れ
る
の
で
供
出
し
ち
ゃ
っ
た
の
。
今
思
っ
て
も
惜
し
く
て
惜
し
く
て
・
・
・
」

と
語
っ
て
い
ま
す
。
と
っ
て
も
先
進
的
で
飾
ら
な
い
人
柄
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
～
。

赤
玉
ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
は
サ
ン
ト
リ
ー
の
土
台
を
築
き
あ
げ
た
商
品
と
し
て
そ
の
名

を
知
ら
れ
、
今
日
ま
で
発
売
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

最近は、子育ての常識も昔と大きく変わってきています。先

輩風を吹かすと娘やお嫁さんに反撃される事も。泣 たとえば

以下のような事例があります。

●【出産後の沐浴】

昔：出産後、すぐ沐浴させていた。

今：出産後は、体温の低下や皮膚のバリア機能

を保つ為、沐浴せず拭くだけ。

●【ベビーパウダー】

昔：お風呂あがりやおむつかぶれにベビーパウダーを使用した。

今：大量のベビーパウダーは毛穴 の汗腺を塞ぎ、湿疹やかぶれの

原因 になるので赤ちゃんへの使用は控える。

●【風呂上りの白湯】

昔：お風呂上りに白湯を飲ませ、離乳食前には果汁を飲ませる。

今：白湯をあげるより栄養のある母乳をあげたほうが良い。

果汁に関しても６か月 未満の赤ちゃんには果汁を与えない。

●【抱っこ】

昔：すぐ抱っこをすると抱き癖がつく。

今：抱き癖はつかないので赤ちゃんが安心するように抱っこする。

●【離乳食】

昔：親が口で噛んで子どもに食べさせたり親の箸を使ったり・・・。

今：箸やスプーンの共有は 唾液内の虫歯菌がうつり衛生面 でも

ＮＧ！ウ～ン、最近のおばあちゃんも日々勉強ですね～。泣


